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第１章 英国における社会的処方とは 

図１－１

図１－１：社会経済的因子が健康に影響するプロセス 
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第 1章 第2章

第3章 第４章

第５章

１－１ 社会的処方とその基本理念 

「人間中心性（person-centredness）」「エンパワメント
（empowerment）」「共創（co-production）」
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１－２ 英国の保健医療システム及び関連施策における位置づけ 
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図１－２

図１－２：社会的孤立の解消に向けた戦略と社会的処方 

図１－３

第１章 １－３



7 

図１－３ NHSの個別化されたケアのための包括的モデルと社会的処方 

第３章 ３－１－
１
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１－３ 社会的処方の仕組み 

図１－４

○ 社会的処方者

○ リンクワーカー

○ 紹介先
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図１－４ 社会的処方の仕組み 

１－４ 社会的処方の効果と課題 

第２章 ２－４

表１－１
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表１‒１ 社会的処方のステークホルダーが述べた利点 

�

�
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第２章 日本で「社会的処方」に着目する背景 

２－１ 医療現場に持ち込まれる社会・経済的問題 

コラム１ 診察室で遭遇する事例 

図２－１
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第1章 図１－１

図２－１ 悩みやストレスの内容（単位：%） 

図２－２
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図２－２ 生活困窮者自立支援制度の新規相談者が抱える課題（単位：%） 

２－２ 「地域共生社会」の提案と社会環境の変化 
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図２－２

図２－3
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図２－3：世帯の年齢階級別の相対的貧困率の推移（単位：％） 

図２－4
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図２－4：年齢階級別非正規雇用労働者比率（単位：％） 

図２－5
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図２－５：65歳以上のひとり暮らし高齢者数の推移（単位：千人） 
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２－３ 健康問題の解決手段は医療サービスだけではない 

図２－６

図２－６：日本人の健康に関するさまざまな選択 
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コラム２
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コラム２ 薬を処方するのではなく、生活環境を処方する 
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２－４ 社会的処方のインパクト 

図２－７
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図２－７：NHS Englandの社会的処方の共通評価項目（案） 
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第１章 １－４

図２－６
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第３章 医療機関を起点とする社会的処方の手順と関係する

職種・組織 

第１章 １－１
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３－１ 社会的処方の手順 

３－１－１ 手順１：社会・経済的課題を発見する 

�

第
３章 ３－３－１

３－１－２ 手順２：地域社会へつなげる 

第３章 ３－３－２

３－１－３ 手順３：生活に伴走する 
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第4章 事例1

第４章 事例３

３－２ 日本で医療機関を起点として社会的処方を進める流れ 

第３章 ３－１

第３章 ３－３

図３－１

①
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②

③

②
①

図３－１：医療機関を起点として日本で社会的処方を進める流れ（イメージ） 
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３－３ 関係する職種・組織 

① 社会・経済的課題を発見する保健医療専門職 

② 地域社会へとつなげるリンクワーカー 

図３－２
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表３－１

表３－１：日本においてリンクワーカーの機能を果たし得る職種・組織の例 
職種・組織 概要 
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図３－２：リンクワーカーの機能（コンピテンシー） 

③ 紹介先となる組織・グループなど 

図３－３
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図３－３：紹介先となる組織・グループなど 
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コラム３ 介護保険の主治医意見書を活用した社会的処方の一例 
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第４章 英国と日本の社会的処方に関わる取組み事例 

４－１ はじめに 

第３章

４－２ 英国の事例 

４－２－１ 事例１：フルーム、サマーセットCCG (Frome, Somerset CCG) 

図４－１
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図４－１：フルームモデルの概念図20  

＜社会的処方の関係者＞ 
① 患者の紹介を行う保健医療専門職 

② リンクワーカー 

OUR MODEL 
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③ （紹介先となる）組織・グループなど 

＜効果の評価＞ 

４－２－２ 事例２：ハックニーCCG、ロンドン Hackney and City CCG 
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図４ ２

図４－２：ハックニーで使用されているウェルビーイングスター22 

＜社会的処方の関係者＞（図４－３） 
① 患者の紹介を行う保健医療専門職 

② リンクワーカー 
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③ （紹介先となる）組織・グループなど 

図４－３：ハックニーで実践されている社会的処方の流れ23 

＜効果の評価＞ 

Long term conditions 
(e.g. diabetes)
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isolation/loneliness, 
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mental health support (IAPT)
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worker
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care
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４－３ 日本の事例 

４－３－１ 事例３：「おおた高齢者見守りネットワーク（みま～も）」東京都
大田区 
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図４－４

図４－４：東京都大田区における「見守りネットワーク」 

４－３－２ 事例４：「HPHカルテ、くらしサポーター制度」医療生協さいた
ま 
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図４－５

＜効果の評価＞ 
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図４－５：医療生協さいたま県南地域における「切れ目ないサービス」の見える化27 
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４－４ まとめ 
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第５章 今後に向けて 

５－１ 社会的処方の各手順が有効に機能するための課題 

第３章 ３－１
表５－１

表５－１：医療機関を起点とする社会的処方の手順と課題 

手順 機能 今後検討が必要な課題 

５－１－１ 社会・経済的課題の発見に関する課題 
 
健康の社会的決定要因への理解の普及 
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医療機関で簡便に社会・経済的課題を発見する方法 

第３章 ３－１－１

第４章 事例２
第４章 

事例4

扱うべき社会・経済的課題やその程度の検討 

メディカル・ジェネラリズムの浸透 
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５－１－２ 地域社会へつなげる際の課題 

つなげる機能を担う人やチームの育成 

５－１－３ 生活に伴走する際の課題 

地域社会と医療機関の連携のしくみづくり 

地域資源の持続可能性の担保 
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社会的処方の効果評価 

第
２章 ２－４

５－２ 地域共生社会の実現：社会的処方が最終的に目指すもの 

５－２－１ 地域共生社会の実現に向けて 
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付録 検討体制・執筆者一覧 

６―１ 2018年度 日本版「社会的処方」のあり方検討事業（仮題）委員会 

６－１－１ 委員 
No. 氏名 所属・肩書 

６－１－２ アドバイザー 
No. 氏名 所属・肩書 



52 

６－１－３ オブザーバー 
No. 氏名 所属・肩書 

６－１－４ 事務局 
No. 氏名 所属・肩書 

６―２ 執筆者一覧 
No. 氏名 担当章 



53 

社会的処方白書 
   2021年2月24日 
   編集・発行 一般財団法人オレンジクロス 
   〒104-0031 東京都中央区京橋2-12-11 杉山ビル6F 
   TEL：03-6228-7216  FAX：03-6228-7217 
 

無断転載禁止






